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[はじめに] 近年、広範囲の大気汚染状況をリアルタイムで監視

できるようなセンサネットワークを活用した環境モニタリング

に注目が集まっている。このような用途のガスセンサには、電源

の確保が難しい屋外での長期的な連続動作が必要となるため、

低消費電力性が重要となる。しかし、従来の金属酸化物半導体や

ナノ材料をベースとするガスセンサは、ガス濃度の変化への迅

速な追従を実現するため、一般に高温での動作を必要とし、これ

が低消費電力化の妨げになっている。そこで、我々は単層 MoS2

ガスセンサの光活性化応答に注目した。このガスセンサは、可視

光照射下で動作させると、室温で NO2ガスに対して高速な応答

や短時間での回復を示すこと（光活性化）[1]が知られている。し

かし、照射光の波長が光活性化応答にどのように影響するのか

分かっていない。そこで、今回、我々は、NO2に対する光活性化

ガス応答の照射光波長依存性について調査を行った。 

[実験結果] SiO2/Si 基板に金援用剥離法で剥離した単層 MoS2に

電極を形成し、FET タイプの MoS2 ガスセンサを作製した。こ

の試料に、波長の異なる LED 光照射下(光強度：21 mW/cm2)で、

NO2(100 ppb)に曝露し、その際の電流変化（センサ応答）を測

定した。Fig.1 に各波長で測定した応答・回復曲線を、最大応答

量で規格化したものを示す。波長が短くなるほど、応答速度・回

復速度は共に高速化した。Fig.2 はそれぞれの波長に対して応答

量（S ≡ 100|∆�| ��⁄ , |∆�|:電流変化量, ��:初期電流値)をプロット

したものである。可視光範囲内では、応答に顕著な波長依存性は

見られなかったが、紫外光領域では、短波長化に伴う急激な応答

量の低下が見られた。Fig.3 のバンド図に示すように、可視光と

紫外光はそれぞれ、バンドエッジ近傍及びバンドネスティング

領域に電子正孔対を生成する。この波数空間における生成領域

の違いが、光活性化応答の波長依存性の違いにつながってので

はないかと考えている。 

 

Fig.1 Temporal responses of photocurrents of 

MoS2 sensor to NO2 (100 ppb) under the 

illuminations of LED light of various colors 
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Fig.2 Sensor response as a function of the 

wavelength of illumination light  

 

Fig3.Energy band structure of monolayer MoS2. 

Red and blue arrows correspond to the direct 

transitions caused by visible and UV lights  
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